
〔３〕　横骨にボンドをつけ、横線の上側にはる。
　　　　紙端より横骨の端が左右同じ寸法出ること。
　　ボンドは、平らな方に塗ること。

　　　
　　竹骨断面　　

　　端より２㎝所に巻きつけ貼る。

〔5〕　たて骨にボンドを塗り、よこ骨中央切り込みに
　　　たて骨を巻き付けた和紙の位置まで差込み
　　　はる。

〔6〕　ななめ骨にボンドを塗り、横骨の下に差込み
はる。上に２㎝出すこと。左右どちらが先でも良い。

　　　　　　　　〔8〕 〔11〕

〔7〕　横骨上の和紙に
ボンドを塗り、横骨をつつみ
込むようにはる。

　　　　　　　〔10〕

〔8〕　糸目糸を横骨とたて骨の交差点を
表で結びはしは、５㎝ほど残す。
結び目にボンドをつける。

〔9〕　中央紙端より１５㎝の
位置にたて骨左右に穴を開け
糸目糸を結び端を５㎝出す。
結び目は、ボンドをつける。

〔10〕　糸目の中心18㎝に合わせ
輪結びをつくる。

〔11〕　図のようによこ骨とななめ骨を
裏面で結びもう一方の端へ張り糸を

　　　　　　　　　　　　　　ひっぱり同じくむすぶ。
なるべくたるませないこと

〔12〕　幅３㎝長さ２ｍのしっぽ２本を用意し裏面端下左右にはる。

　　〔11〕

　　あげる時の注意
　　　必ず張り糸を片方3回巻いてください。しっぽもつけてください。
　　　無いとくるくる回り危険です　　　無いとくるくる回り危険です　　　無いとくるくる回り危険です　　　無いとくるくる回り危険です

　　　電線などの無い広場で、誰かに持ってもらい1５ｍ程のばし揚げましょう。
　　　走らなくても風があれば揚がります。

〔4〕　幅３ｃｍ長さ１０ｃｍ和紙を切りボンドつけ
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